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　出会いということ、特に塾生との出会いについて考えることがよくあります。
　塾は、塾生に学力をつけることが第一の仕事です。が、一人一人個性があり、一律ではなくその個性に合わせた柔軟な指導が求められます。
　長い期間、塾の仕事に従事してうれしいのは、「塾に来て本当に力が伸びました」と言ってもらえるときです。そのためにはどうするのがベストか、
５０年以上に及ぶ塾での指導であっても、毎日が試行錯誤の連続です。
　一人一人との出会いを大切に、これからも全力を尽くしてまいります。
夏休み期間中の授業ならびに夏期講習の日程について

コロナが感染症法上の位置づけとして季節性インフルエンザと同じ５類に引き下げられましたが、まだしばらくの期間は気を緩めずにいることが必要なのではという思いをぬぐえずにおります。
　マスクの着用は各人の意思に委ねられるようになりましたが、私自身はまだしばらくはマスクを外さずに指導にあたるつもりでおります。
ここ近年、春とか秋の期間が短く感じられるように思えてなりません。今年も、寒い冬が続いたかと思えば、３月には桜の開花発表が続くなど
気候変動が激しく、この夏も、どのようになるのか予測がつきません。
外出自粛が解除され、夏の予定を考え始められた方も多いのではと思わ
れます。私も、今夏の日程をある程度決めなければと取り組んでおりますが、今年の夏の暑さがどれほどになるのかとか、電力の供給がどのようになるのかなど予測がつかず迷っており、とりあえず無理のない範囲で日程を組んでみました。
　　
例年同様、高校受験のある中学３年生は、夏期特別講習を優先させますが、強制ではなく、平常授業継続も選択肢として選ぶことができます。
高校受験のある３年生以外の塾生に対しては、夏休み期間中も平常授業は継続させ、オプションとして、希望者を対象に特別講習を選択していただくことといたします。平常授業は、難しくなる２学期に焦点を合わせ、先取り学習とする予定でおります。特別講習は、復習、先取りどちらでもご希望に応じて対応いたします。
旅行等のご予定があり、その期間平常授業をお休みされる場合は、夏期の前半または後半にまとめて受講下さいますようお願いいたします。

別表、夏休み期間の予定表は取り急ぎの予定として暫定的なものであり、今後の状況次第で変更になる場合もあります。ご了承願います。
なお、納入袋に記載してありますが、８月分の授業料に関し7月に２か月分、まとめて
このような思い込みによるトラブル、あるいは、7月から8月、夏期講習への対応に時間をとられることによる塾サイドのチェックミスなどを防ぐため、7月分、8月分の授業料につきましては、中学3年特別講習受講生を除き、授業料納入袋を6月末に2ヶ月分まとめてお渡しし、原則、7月中での一括納入をお願いしております。
ただ、2ヶ月分一括納入は大変なご負担をおかけすることにもなりかねませんので、ご無理のない範囲でご協力いただければ有り難く存じます。

中学3年生につきまして、夏期講習を優先させていただきたく予定を立てております。
ただし、今年はコロナ禍という状況下にありますので、平常授業継続か、夏期講習での受講か、どちらか希望されるほうの選択制とさせていただきます。

夏期講習受講生の場合、この期間の平常授業はお休みとなりますのでその期間、講習費用のみでそれ以外の授業料徴収はありません。
夏期講習は、既習範囲の総復習のため、学習範囲が広く、講義形式では時間数が絶対的に足りません。そのため前もってきちんと問題に取り組んでくる演習形式をとらざるをえません。
午前中に自宅での予習をきっちり継続的に行ってもらうため、授業は午後に予定しております。
なお、同封の予定表は諸般の事情により変更される場合もございます。ご了承願います。
夏期講習のお申し込みは、次回、早稲田の杜通信7月号にて承ります。

